
呼吸器外科 
 

1） 後期研修の特徴 

• 呼吸器外科学会の関連施設、日本胸部外科学会の指定施設、日本外科学会外科専門

医制度修練施設、日本呼吸器内視鏡学会認定施設である。 

• 年間は約 100 例の手術件数があり専門医取得に十分な症例数がある。 

• 外科専門医取得に必要な、一般外科、心臓血管外科も充実している。 

• 前期外科系コース 3 年と後期外科系コース 2 年の計 5 年からなる。 

• 前期で外科専門医を後期で呼吸器外科専門医を取得することを目標にしている。 
 

2） GIO 

• 呼吸器外科医としての基礎的知識技術を習得する。 

• 具体的には肺葉切除が執刀できるレベルの能力を習得することを目標とする。 
 

3） SBOs 

• 適切なチーム医療を実践できる。 

• 胸部 X-P、CT の画像診断ができる。 

• 気管支鏡検査を実践できる。 

• 胸腔ドレナージを実践できる。 

• 適切な術式を決定できる。 

• 肺癌の化学療法を実践できる。 

• 患者および家族にわかりやすい説明ができる。 

• 個々の症例において適切な治療法をマネージメントできる。 

• 指導医の指導のもとに呼吸器疾患患者の最終診療責任者になることができる。 
 

4） Ls 

• 手術および病棟業務が主体となる。 

• 呼吸器内科、放射線科との合同カンファレンスに参加する。 

• 専門医取得に必要な学会活動を行う。（学会発表、論文執筆など） 

• 初期研修医の指導を行う。 
 

5） Ev  

• 手術中等随時評価し習得度にあわせ次のステップに進む。  
 

 

6） 大学医局との関連 



• 滋賀医科大学 呼吸器外科の関連施設 
 

7） 将来の進路 

• 選考により、武田病院グループの病院でスタッフとして勤務ができる。 

• 大学関連施設での勤務 
大学院進学 


